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プライマリ・ヘルス・ケアとヘルス・プロモーションの

共通点・相違点の考察

ヘルス・プロモーションの開発途上国適用への摸索
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　開発途上国における保健対策の理念はアルマ・アタ宣言により提唱されたプライマリ・ヘル

ス・ケア（PHC）であり，先進国のそれはオタワ憲章によるヘルス・プロモーション（HP）で

あると一般には考えられている。しかし，1970年代の基本的人間のニーズ（BHN）対策を含む

社会開発の理念に影響を受けたPHCと，1980年代後半から90年代にかけての人間開発の理念と

一致したHPの基本概念は共通しており，PHCが先進国においても適用可能であるように，HP

も途上国で必要な活動であると考えられる。
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